
が
多
い
。
昔
は
結
婚
前
に
お
茶
や

お
花
を
習
う
の
は
ご
く
普
通
の
事
。

子
供
達
に
煎
茶
を
通
し
、
お
辞
儀

の
仕
方
や
畳
の
歩
き
方
な
ど
礼
儀

作
法
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
朝
倉

先
生
の
教
室
が
特
に
厳
し
い
よ
う

だ
。
そ
ん
な
厳
し
い
先
生
の
気
持

ち
が
届
い
て
い
る
の
か
、
子
供
達

は
自
主
的
に
「
子
供
茶
会
」
で
は

着
物
を
着
て
参
加
す
る
と
い
う
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
着
物
や
知
り
合

い
の
人
に
い
た
だ
い
た
着
物
な
ど
。

　

先
日
、
先
生
の
ご
自
宅
で
煎
茶

を
い
れ
て
い
た
だ
い
た
。
煎
茶
の

香
り
が
広
が
り
、
茶
道
と
は
無
縁

の
私
で
も
、
と
て
も
美
味
し
く
い

た
だ
け
、
心
が
落
ち
着
け
る
時
間

　

煎
茶
と
は
、
和
歌
を
詠
み
書
き

し
な
が
ら
、
自
由
な
雰
囲
気
の
中

お
茶
を
い
た
だ
く
。
文
人
の
世
界

か
ら
は
じ
ま
り
、
江
戸
の
幕
末
に

大
流
行
し
た
。
渡
辺
崋
山
も
そ
の

一
人
で
あ
り
、
武
士
で
あ
り
な
が

ら
絵
を
描
い
て
い
る
文
人
だ
っ
た
。

　

朝
倉
先
生
の
茶
道
と
の
出
会
い

は
中
学
２
年
生
の
時
、
母
に
し
つ

け
の
為
に
連
れ
て
行
か
れ
た
の
が

始
ま
り
。
高
校
生
の
時
は
弓
道
に

打
ち
込
み
、
一
旦
茶
道
か
ら
離
れ

た
が
、
結
婚
後
煎
茶
と
出
会
い
、

不
思
議
と
そ
の
魅
力
に
ひ
か
れ
既

を
過
ご
せ
た
。

　

茶
室
に
は
掛
け
軸
や
茶
花
が
飾

ら
れ
、
季
節
や
お
客
様
に
応
じ
て

道
具
の
取
り
合
わ
せ
や
調
和
を
考

え
、
四
季
折
々
の
も
の
を
飾
っ
て

い
る
と
か
。
客
は
そ
の
想
い
入
れ

や
趣
向
を
感
じ
、
と
も
に
楽
し
む

と
い
う
よ
う
に
、
客
と
の
対
話
立

ち
居
振
る
舞
い
ま
で
の
す
べ
て
が

煎
茶
道
だ
と
い
う
。

　

日
本
は
そ
の
道
を
極
め
る
と
し

て
茶
道
・
柔
道
な
ど
の
よ
う
に
道

を
つ
け
て
い
る
。
そ
し
て
何
か
一

つ
続
け
れ
る
事
が
あ
る
と
良
い
。

続
け
る
事
で
、
次
の
世
代
ま
で
引

き
継
が
れ
て
い
く
事
を
願
っ
て
い

る
。

に
40
年
続
け
て
い
る
。

　

子
供
達
に
教
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
は
、
10
年
ほ
ど
前
に
、

田
原
市
教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習

課
よ
り
話
を
い
た
だ
い
た
事
が
始

ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
田
原
市
の

池
の
原
会
館
に
て
月
１
回
、
年
12

回
行
っ
て
お
り
、
２
月
に
は
「
子

供
の
お
茶
会
」が
他
の
茶
道
グ
ル
ー

プ
と
順
次
開
か
れ
て
い
る
。

　

子
供
教
室
が
開
か
れ
た
当
初
は

６
名
程
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
30

名
程
に
増
え
た
。

　

最
近
は
煎
茶
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
し
か
飲
ん
だ
こ
と
が
な
い
子
供

人
生
を
通
し
て
「
茶
」
に
親
し
む
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原街 平成２４年１１月１日（木）
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●人生を通して「茶」に親しむ
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□住田原市田原町稗田４８
☎ 0531-22-0076

城宝寺
文化めぐり

自由民権運動の指導者で、田原藩士の家に
生まれ、民権政社「恒心社」を組織し、自
由党に投じて活躍、自由民権の説を主張し
ました。明治 17年には、同志を募って挙
兵を企てるが未然に発覚し捕らえられ、国
事犯として刑に処せられます（飯田事件）。
憲法発布による大赦で出獄後、衆議院議員
を 4期務めますが、明治 42年ふたたび投
獄されて政界を去ります。

激動の幕末を生きた渡辺崋山。田原藩
家老であり、画家としても名を成し、
蘭学者の顔も持っています。田原藩家
老として農学者を招くなど領民の生活
安定のために献身的な活動をし、画家
として「一掃百態」や「鷹見泉石像」
など有名な絵画を残しています。

東海七福神

●村松愛蔵

●渡辺崋山

●東海七福神は、昭和 33年に開眼
し、名刹７ヶ寺に七福神を祀り、信
仰と観光を兼ねて巡拝出来るように
したものです。

－ホルトノキ－
たはらの巨木・名木 100 選に掲載
5本の株立ちからなっています。 －東海七福神弁財天－

天井一面に描かれた「花の絵」

注：普
段は施

錠され
ている

ため、

　　中
には入

れませ
ん。

●本堂奥の崋山霊牌堂。幕末の先
覚者であり、画家としても有名な
「渡辺崋山先生」の位牌堂です。
天井画は、日本画家の松林桂月画
伯をはじめ、日本有数の画家・書
画によって描かれ、『花の絵』で
彩られています。霊牌堂入口の天
井にも『花と鳥や動物』などが描
かれ、先生の遺徳を今に伝えてい
ます。

崋山霊牌堂

拝観料２００円
【東海七福神めぐり】
平成 25年度の大祭

春 3月・秋 11月に開催予定

城宝寺古墳
●城宝寺古墳は、城
宝寺山門の右手にあ
る渥美半島で最大級
の横穴式石室をもつ
古墳です。弘法大
師 37 歳の時、江ノ
島から西国への帰途
この中で護摩の修行
をして、この土地の
人々と結縁し、弁財
天を信仰した事がこ
の寺の始まりだとい
う言い伝えがあリま
す。

渡辺崋山・村松家累代の墓所

●渡辺崋山の菩提寺として有名な城宝寺
は弘法大師の開基と伝えられています。
境内には渡辺崋山の墓所や句碑、通称穴
倉と呼ばれる城宝寺古墳、東海七福神の
一つ弁財天など見どころいっぱいです。
　拝観料は無料ですが気持ちばかりの
　　心付けを。

城宝寺のゆらい

自由民権運動の指導者で、田原藩士の家に
生まれ、民権政社「恒心社」を組織し、自
由党に投じて活躍、自由民権の説を主張し
ました。明治 17年には、同志を募って挙
兵を企てるが未然に発覚し捕らえられ、国
事犯として刑に処せられます（飯田事件）。
憲法発布による大赦で出獄後、衆議院議員
を 4期務めますが、明治 42年ふたたび投
獄されて政界を去ります。

など有名な絵画を残しています。

●村松愛蔵

天井一面に描かれた「花の絵」

●本堂奥の崋山霊牌堂。幕末の先
覚者であり、画家としても有名な
「渡辺崋山先生」の位牌堂です。
天井画は、日本画家の松林桂月画
伯をはじめ、日本有数の画家・書
画によって描かれ、『花の絵』で
彩られています。霊牌堂入口の天
井にも『花と鳥や動物』などが描
かれ、先生の遺徳を今に伝えてい

崋山霊牌堂
　拝観料は無料ですが気持ちばかりの　拝観料は無料ですが気持ちばかりの　拝観料は無料ですが気持ちばかりの
　　心付けを。　　心付けを。　　心付けを。

●本堂奥の崋山霊牌堂。幕末の先

渡辺崋山・村松家累代の墓所

□住□住□田原市田原町稗田４８
☎ 0531-22-0076

－ホルトノキ－
たはらの巨木・名木 100 選に掲載たはらの巨木・名木 100 選に掲載たはらの巨木・名木 100 選に掲載
5本の株立ちからなっています。5本の株立ちからなっています。5本の株立ちからなっています。

●城宝寺古墳は、城
宝寺山門の右手にあ
る渥美半島で最大級
の横穴式石室をもつ
古墳です。弘法大
師 37 歳の時、江ノ
島から西国への帰途
この中で護摩の修行
をして、この土地の
人々と結縁し、弁財
天を信仰した事がこ
の寺の始まりだとい
う言い伝えがあリま
す。

－東海七福神弁財天－

注：普
段は施

錠され
ている

ため、

注：普
段は施

錠され
ている

ため、

注：普
段は施

錠され
ている

ため、

　　中
には入

れませ
ん。

　　中
には入

れませ
ん。

す。

セントファーレ

田原街道

萱町会館

慶雲寺

大久保豆腐店

国見医院

三河田原駅

大橋靴店
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三菱東京UFJ銀行

中央広場

城宝寺

田原本町

田原萱町



　

ブ
ル
ー
ベ
ル
カ
フ
ェ
は
田
原
市

の
中
心
部
に
あ
る
セ
ン
ト
フ
ァ
ー

レ
の
1
階
に
あ
る
カ
フ
ェ
。
７
月

を
も
っ
て
８
周
年
を
迎
え
た
。

　
「
作
れ
そ
う
で
作
れ
な
い
。
こ

こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
！
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

他
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
『
ア
メ
リ

カ
ン
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
』、
ア
ラ
ビ

カ
100
％
の
豆
を
使
用
し
た
『
コ
ー

ヒ
ー
・
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
』
を
メ

ニ
ュ
ー
に
採
り
入
れ
、
手
軽
で
気

楽
に
立
ち
寄
れ
る
店
を
目
指
し
て

い
る
。

　

セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
は
元
も
と
シ

ロ
キ
ヤ
ス
ー
パ
ー
の
あ
っ
た
場

所
。
柴
田
さ
ん
は
地
元
の
成
章
高

校
に
通
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

部
活
帰
り
に
シ
ロ
キ
ヤ
ス
ー
パ
ー

や
萱
町
の
商
店
街
に
は
良
く
立
ち

寄
っ
て
い
た
。

　

セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
へ
の
出
店
の

話
が
で
た
時
、
当
時
の
街
並
み
や

商
店
街
の
人
達
の
こ
と
を
思
い
出

し
、
と
て
も
懐
か
し
く
感
じ
た
。

こ
れ
も
何
か
の
縁
だ
と
思
い
、
出

店
を
決
意
し
た
そ
う
だ
。

　

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
は
『
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
』
と
今
で
は
定
着
し
て
い

る
が
、
一
つ
目
の
原
点
は
名
古
屋

の
「
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
・
ダ
イ
ナ
ー
」

と
い
う
ア
メ
リ
カ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

に
あ
る
と
い
う
。
店
内
に
は
オ
ー

ル
デ
ィ
ー
ズ
が
流
れ
、
そ
の
当
時

は
と
て
も
珍
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
。

そ
れ
ま
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
い
え

ば
ミ
ッ
ク
ス
サ
ン
ド
し
か
知
ら

な
か
っ
た
柴
田
さ
ん
に
と
っ
て
、

ト
ー
ス
ト
し
た
パ
ン
に
レ
タ
ス
・

ト
マ
ト
そ
し
て
グ
リ
ル
チ
キ
ン
や

ベ
ー
コ
ン
な
ど
を
挟
み
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
ソ
ー
ス
や
チ
リ
ソ
ー
ス
な

ど
で
味
付
け
、
山
盛
り
フ
レ
ン
チ

フ
ラ
イ
と
シ
ェ
イ
ク
と
い
っ
た
ス

タ
イ
ル
に
衝
撃
を
受
け
、「
将
来

こ
ん
な
お
店
が
持
て
た
ら
」
と
漠

然
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。

　

更
に
美
味
し
い
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

を
求
め
て
、
東
京
や
大
阪
そ
し
て

ア
メ
リ
カ
に
も
食
べ
に
行
き
、
そ

の
時
の
経
験
を
活
か
し
ブ
ル
ー
ベ

ル
カ
フ
ェ
で
し
か
味
わ
え
な
い
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
を
提
供
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
原
点
。

　

そ
れ
は
「
親
の
背
中
」。

　

柴
田
さ
ん
の
ご
両
親
は
接
客
業

に
携
わ
っ
て
お
り
、
お
店
に
来
る

子
供
達
に
と
て
も
優
し
く
接
し
て

い
た
事
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

る
そ
う
だ
。

　

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
見
た
目
以
上

に
美
味
し
く
感
じ
て
も
ら
う
為
に

は
、
お
客
様
へ
の
接
し
方
は
大
変

重
要
だ
と
考
え
、
親
を
お
手
本
と

し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
追
い
つ

け
そ
う
に
な
い
と
い
う
。

　

最
近
で
は
パ
ー
テ
ィ
ー
用
の
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
の
盛
り
合
わ
せ
の
注

文
も
増
え
、「
家
族
で
食
べ
ら
れ

る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
」
も

充
実
さ
せ
て
い
る
。「
今
後
も
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
気
軽
に

利
用
で
き
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

ブ
ル
ー
ベ
ル
カ
フ
ェ
に
な
り
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
か

ら
も
理
想
の
お
店
造
り
を
追
い
続

け
て
も
ら
い
た
い
。

　

城宝寺

セントファーレ

田原街道

冨貴屋

河合写真館

菓子蔵せき

萱町会館

国見医院

三河田原駅

大橋靴店

は
な
と
き
通
り

413

三菱東京UFJ銀行

中央広場

ブルーベルカフェ

田原本町

萱町

レストランバー大地 BLUE BELL CAFFE
□住田原市田原町萱町１

☎ 0531-22-5345

□営 7:00-20:00

□休年中無休

□P 200 台

　ブルーベルカフェ～～

　柴田 哲志さん

第１４号 ooK歩 田
原街 平成２４年１１月１日（木）

　『二つの原点に
　　　　　　せまる』

プロフィール
1968 年生まれ。成章高校（野球部）・中京大学卒業後、
アメリカンレストラン「ジョージズ・ダイナー」など
飲食店にて修業。平成 16年 7月セントファーレ１Ｆ
にオープン。

『フィリチーズステーキサブ　750 円』
（ドリンク・ポテト・コールスロー付き）

『アメリカンサブマリン』
★単品　500 円
★セット　750 円

『BBQアボカドベーコンバーガー』
★単品　730 円
★セット　980 円

machicco
田原の企業・お店で活躍されている方を紹介します！
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